
立地適正化計画



長期的人口推移及び推計値



29

447,666
479,360

494,828 506,101 509,129
527,854 534,969 536,232 536,270

7.1%

3.2%

2.3%

0.6%

3.7%

1.3%

0.2% 0.0%
0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

8.0%

9.0%

10.0%

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

550,000

600,000

昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

総人口 伸び率
（人）

人
口
推
移

年
齢
階
層
別

人
口
構
成
比

姫路市の人口

平成27年国勢調査
535,664人



① 人口減少・高齢化
② 低密度な市街地の形成 等 の問題

都市再生特別措置法の改正
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計画に定める３つの区域

① 都市計画区域全域に
立地適正化計画区域を設定。

② 市街化区域内に
居住誘導区域を設定。

③ 居住誘導区域内に
都市機能誘導区域を設定。

立地適正化計画 人口減少に対応したまちづくりの方針

策定の背景

計画に定める項目

①都市機能増進施設を設定。

立地適正化計画とは



（※）

中播磨圏域（姫路市、たつの市、太子町、福崎町）：人口約６７．０万人（H22）↘５８．３万人（R22）
（中播磨圏域の立地適正化の方針）平成29年3月27日

JR本竜野駅

JR姫路駅

山陽姫路駅

太子町

姫路市

たつの市

福崎町
JR福崎駅

背景・課題
・人口減少・高齢化を背景に、鉄道路線を軸として沿線
自治体が必要な都市機能を分担・連携することの必
要性が増大。

・平成27年以降、沿線自治体や交通事業者からなる
勉強会・協議会を設立し、各都市の役割分担や連携
のあり方について検討。

・広域的な都市機能の集積を図るべき地区を姫路駅周辺、
その他の地域的な都市機能の集積を図るべき地区を各拠
点に設定し、公共交通の利便性や現状の施設立地状況を
踏まえつつ、高次都市機能増進施設の役割分担を整理し、
公共交通事業者も参加して広域方針を作成。

・公共交通事業者と協力して今後の公共交通の利活用促
進を目指しつつ、広域方針と整合した立地適正化計画を
各市町ごとに作成。

姫路市（姫路駅周辺）

姫路市（飾磨駅、野里駅、網干駅、山陽網干駅、

広畑駅・夢前川駅、はりま勝原駅 等）

たつの市（本竜野駅・市役所周辺、竜野駅 等）

太子町（役場周辺）

福崎町（福崎駅、役場周辺）

広域都市機能集積地区（姫路駅周辺）
姫路駅前に大規模店舗、医療系専門学校を誘致、民間病院と公営
病院を統廃合等により、高度で多様な都市機能の強化を図るとと
もに、国際競争力の強化や県を代表する顔としてふさわしい風格
のある都市空間の形成を図る。

地域都市機能集積地区
広域都市機能集積地区と連携しつつ、広域行政機関（国県機関）、
高度医療施設、大規模商業施設等の高度な都市機能を役割分担し、
維持・充実を図る。
また、他の地区との距離を勘案した配置や、連携による相互補完
についても考慮する。

徒歩等利
用圏域

居住誘導
区域

＜イメージ図＞
・鉄道駅等周辺に集積する広域・地域都市機能の利便性を
活かした居住の推進を図る。
・鉄道駅からの徒歩圏や、鉄道駅にバス利用でアクセス可
能な圏域を基本として、各都市が居住誘導区域を設定。

分野 高次都市機能 役割分担

医療機関
三次救急医療機関（救命救急センター） 姫路市

二次救急医療機関 姫路市・たつの市

教育機関

大学 姫路市・福崎町

短期大学 姫路市

専修学校 姫路市

スポーツ施設等 総合公園
姫路市・たつの市・

太子町

主要コンベンション施設 姫路市

商業施設 百貨店、大型SC等 姫路市・たつの市

＜高次都市機能増進施設の設定及び役割分担＞

複数自治体による広域的な立地適正化の方針の策定広域連携

都市名 立地適正化計画

姫路市 H30.3
たつの市 H29.3
太子町 H30.7
福崎町 H29.3

地域公共交通網形成計画

H28.2
H29.3

-
H30.3

○立地適正化計画及び地域公共交通網形成計画の策定状況

【都市機能の役割分担と連携（都市機能集積地区の位置づけ）】役割分担

【公共交通利便性の高い区域への居住推進】居住推進

（※）国立社会保障・人口問題研究所資料より

●周辺都市との公共交通施策の連携

駅 バ
ス
停

バ
ス
停

○広域での地域公共交通網形成計画
令和２年度の姫路市地域公共交通網形成計画の改訂に
あわせて、2市2町での広域的な交通の方針の作成に向け
て調整中。

福崎町地域公共交通網形成計画
姫路市と連携し、公共交通空白地で新たなバス路線
を運行することで、福崎町、姫路市の双方にある移
動・通勤等需要や、潜在的な利用者の創出を図る。
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対象区域

計画期間

「姫路市都市計画マスター
プラン」と同じく、

平成42（2030）年
（長期的に平成52（2040）
年も見据える）

対象区域と計画期間
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（人）

※500ｍメッシュ

現況人口（平成22年（2010年））

姫路市の人口分布
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市街化区域

地域ブロック境界

鉄道駅半径1km・
バス停半径500m圏
域

鉄道 バス 公共交通圏

56.6% 90.8% 97.3%

利用しやすい人の割合（市街化区域内）

姫路市の現状（公共交通）
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大規模小売店舗
食品スーパー
コンビニエンスストア

市街化区域
地域ブロック境界

半径１ｋｍ圏域

大規模小売店舗 食品スーパー コンビニエンスストア 生活利便施設圏

64.1% 91.5% 94.8% 95.8%

利用しやすい人の割合（市街化区域内）

姫路市の現状（商業施設）
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市街化区域
地域ブロック境界
半径１ｋｍ圏域

病院
診療所

病院 診療所 医療施設圏

56.1% 98.3% 98.7%

利用しやすい人の割合（市街化区域内）

姫路市の現状（医療施設）
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市街化区域

地域ブロック境界

半径1km圏域

老人福祉施設
老人ホーム
地域包括支援

センター

老人福祉施設 老人ホーム
地域包括ケアセン

ター
福祉施設圏

58.3% 14.5% 46.1% 72.7%

利用しやすい人の割合（市街化区域内）

姫路市の現状（福祉施設）
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市街化区域

地域ブロック境界

半径1km圏域

保育所
幼稚園

保育所 幼稚園 子育て支援施設圏

86.7% 77.0% 99.1%

利用しやすい人の割合（市街化区域内）

姫路市の現状（子育て支援施設）
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市街化区域

地域ブロック境界

半径1km圏域

金融施設

金融施設圏

99.1%

利用しやすい人の割合（市街化区域内）

姫路市の現状（金融施設）
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姫路市の現状（経済活動）
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実績値 推計値

人
口
将
来
見
通
し

人
口
将
来
見
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し

（年
齢
階
層
別
）

姫路市の将来人口
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現況人口

（平成22年（2010年））
資料 国勢調査（平成22年）

国立社会保障・人口問題研究所（平成52年）

（人）

※500ｍメッシュ

将来人口
（平成52年（2040年））

姫路市の将来人口分布
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生活利便性の維持

ものづくり力の維持

人 口

都市機能

公共交通機能の
更なる充実

公共交通

【姫路市立地適正化計画】
・生活利便性の維持
・ものづくり力の維持

都市機能誘導区域の設定
都市機能増進施設の設定
居住誘導区域の設定

【播磨圏域連携中枢都市圏ビジョン】
・生活利便性の維持
・ものづくり力の維持

関係市町との連携

【姫路市総合交通計画】

○公共交通機能の更なる充実

公共交通

ネットワークの充実

解 決 方 策

43

姫路市の課題
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方針 １

方針 ２

公共交通の維持・強化による交通利便性に優れたまちづくり
「拠点」を「公共交通」で連携させ、公共交通軸を形成すること
で公共交通の充実・強化を図り、市民生活における交通利便性を
確保します。

方針 ３

ものづくり力の維持・強化につながるまちづくり
都市機能の維持・確保を図ることで将来における生産年齢人口の
減少を抑えるとともに、元気な高齢者の増加や子育て環境の充実
等を図り、労働人口を確保することでものづくり力を維持・強化
します。

生活利便性に優れた都市環境を形成するまちづくり
鉄道駅周辺等に人口や都市機能施設が集積し、生活利便性の優れ
た「拠点」を形成することにより、快適で住みよい生活圏を構築
するとともに、活力ある都心部を形成します。

基本方針

目指すべき都市構造

今後のまちづくり方針
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区域 面積（ha）

市街化区域 11,055

都市機能誘導区域 1,077

準都市機能誘導区域 20

中心拠点（半径1km程度）

副次拠点
（半径1km～500m程度）

地域生活拠点
（半径500m程度）

【都市機能誘導区域】

【準都市機能誘導区域】

生活拠点
（半径300m程度）

都市計画区域
市街化区域
駅（半径1ｋｍ）
バス停（半径500ｍ）

都市機能誘導区域
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拠点種別 商業機能 医療機能 金融機能 法的な位置付け

中心拠点

①百貨店
②総合スーパー
③各種食料品小売業
①～③のうち商業床面積
が
10,000㎡を超える店舗

病院

①銀行
②信用金庫
③労働金庫
④商工組合中央金庫

都市再生特別措置
法第81条第2項第３
号に規定する

「都市機能増進施
設」

副次拠点

①総合スーパー
②各種食料品小売業
①、②のうち商業床面積が
1,000㎡を超える店舗

①病院
②内科、又は
外科を診療科
目とする診療
所

①銀行
②信用金庫

地域生活
拠点

①総合スーパー
②各種食料品小売業
①、②のうち商業床面積が
500㎡を超える店舗

同上

①銀行
②信用金庫
③JAバンク
④郵便局

生活拠点 同上 同上 同上 市独自

※各拠点において、全ての施設の維持・確保を図るのではなく、何れかの施設の維持・確保を図る。

各拠点毎の都市機能増進施設

都市機能増進施設
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拠点種別 医療機能 教育機能 法的な位置付け

中心拠点

３次医療提供病院 医療・福祉系専門学校

都市再生特別措置法第81条
第2項第３号に規定する
「都市機能増進施設」

文化・芸術機能 防災機能

文化交流施設 広域防災施設

高次都市機能増進施設

どんな施設？

３次医療提供病院

医療・福祉系専門学校

文化交流施設

広域防災施設

兵庫県保健医療計画に定める３次医療を提供する病院

医療又は福祉関連の専門課程、一般課程を置く専門学校

客席数2,000 席程度のホールがある文化施設

帰宅困難者の受け入れ機能がある公共施設

高次都市機能増進施設



48

区域 面積
（ha）

市域 53,435

都市計画区域 30,753

市街化区域 11,055

都市機能誘導区域 1,077

準都市機能誘導区域 20

居住誘導区域 8,585

そ
の
他

居住環境保護
区域 2,470
産業促進区域

姫路市立地適正化計画総括図
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都市計画道路 都市計画公園・緑地

計画決定 [１３９路線 延長約３２２㎞] 計画決定 [２９７箇所、約７５２ha]

姫路市の都市計画施設整備状況 (H25.3現在)
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都市計画施設の見直しの背景

人口増加、経済の発展・・・

【高度経済成長期】

都市の拡大を前提として計画決定

現在

計画決定時

都市計画施設見直しの背景

建築制限に対する司法の見解の変化
■長期間にわたり土地所有者の権利を制限（都市計画法第53条）

計画決定時から社会経済情勢が大きく変化
■厳しい財政状況（社会保障費の増大、公共事業費の削減）

■少子高齢化・人口減少社会の到来

「選択と集中」による効率的で未来の市民に責任ある社会基盤の
推進を図るため、改めて必要性などを検証し、適切な見直しを行う
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都市計画道路見直し方針
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城北公園桜山公園

手柄山中央公園

姫路公園

津市場公園

勝原公園 下野公園

見野公園

都市計画公園・緑地見直し方針都市計画公園見直し方針

検証対象（51公園、約393ha）のうち
約56%（43箇所、約220ha)が廃止
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